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ことを意味しています。
自ら恋を抑制することだけでなく、文子が「女志士」に転身する条件として
小説の中で外にも幾つかすでに用意されていました。
まずは志士の血脈を持つことであるo文子の養父及び亡くなった実の父親は
幕末志士であり、その上、養父は鎌倉末期の「勤王の人」の子孫でもあるとい
います。
いうまでもなく、当時の人々にとって血筋は人の資質を判断する場合の重要
な基準であったに違いないです。夢柳がその歴史上の志士の延長線に文子を位
置づけることは彼女の変身の用意と見ていいでしょう。
次の重要な条件は読書です。文子は虚無党のことを書いた本（『鬼軟献J）を
読むことによって、近代思想の目覚めが実現されたと描かれています。『雪中
梅J下編第四回にもお春が「西洋の小説Jを読んで感心する場面が書かれてい
るように、読書が文子のような教養をもっ女性にとってどのような意義を持ち
得たかについて、当時の小説には多く書かれています。小説を読んで、更に自
身の口で自分の感想を述べる場面が多く描かれているが、『鬼軟可決Jを読んだ
文子も独り言で自分の感想を述べています。具体的な内容は資料七のA、B、
Cをご参照になってください。
「貴嬢子」としての文子がいきなりソフィアの暗殺行動に触れて、まず「不
孝」「不義」と思うのは極めて自然な反応といっていいでしょう。しかし、そ
の気持ちはまた自然と変っていきます。ソフィアの具体的な行動に賛成できな
くても、文子がソフィアの精神力と行動力に感動を覚え、「自づから深く信ず
るものJのために自分の命を犠牲にしたというソフィアの形象に感情的に共鳴
を起すようになりました。それに続いて、夢柳は文子の口を通して、彼の「女
権論」を述べています。彼が主張することはまずは女性の独立で、そして「国
のため世のためJに献身することです。それは当時民権家の一般的な主張でも
あり、岸田俊子が明治17年7月17日の『土陽新聞Jに載せた「海南女子諸君に
告ぐ」という論説にも同じ呼びかけをしています。
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血筋は先決条件、読書は思想の目覚めのきっかけ、そして「恋」の抑制はそ
の試練、それから、更に行動に移るきっかけを、夢柳は小説の中で用意してい
ました。それは三浦卓の拘束によって湧いてきた「哀憐」の情のことです。
三浦の拘束を見て、「側隠の情」、「憐れ」などと感じている文子が東京に戻
ふか けいあい
ってから「恋ならなくに深く敬愛せしところの其の少年Jのことを考えて、
かか ひと
「明け暮胸を苦しめっ、、今は兄弟骨肉の不幸に擢りし時に均しき思ひあるJ
といいます。その法廷での弁護の義挙と直接つながっている同情心はソフィア
の「愛憐Jの情の延長線に位置することとみていいでしょう。ここで注意した
いのは文子の行動の出発点が「恋」ではないことが強調されていることです。
夢柳の作品の中で、その同情心は志士の重要な資質として扱われてきました。
弱いものに同情を寄せ、助けようとするのは「義」であり、その助けようとす
る対象が個人ではなく、「自由権利」のない人民になる場合、「義挙」が「自由
民権運動jへと変身します。
ソフィアの苛酷な家庭情況、思想の勉強、同志達との交流など、このような
条件は日本の貴嬢子文子の場合にはすべて欠けています。その代わり、血筋、
読書、同情心などが重要な条件になっています。恐らくこれは夢柳が提示して
いる日本における「佳人」から「女志士」へと成長する一つの可能性と見てい
いでしょう。
ここでもう一つ注意したいのは、主人公の「潔白」がいつも強調されること
です。この処女信仰に近いと思われる表現は、実際当時の民権家たちの婚姻観
を反映していると思います。坂崎紫j闘が明治18年5月に『自由灯』に発表した
「自由婚姻の説」という評論の中で、結婚について三つの条件を提示していま
す。その中で、「厳重にまもるべきJことは第三条婚礼執行前には「枕席を共
に」しないことです。夢柳が小説の中で、更にこれを「志士Jになる条件のー
っと位置づけています。
以上、「佳人」から「女志士」に転身する条件などの分析を中心に、夢柳に
おける女権論、自由民権思想の理解と表現を考察してみました。未熟の部分が
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多くて、考察の対象もほとんど夢柳の小説に限られています。皆さんのご指導、
ご批評をお伺いしたいと思います。
＊肘樋要旨
谷川恵一氏は、「女志士」という語の概念・典拠について尋ね、発表者は、当時の新聞・雑誌に
「女壮士」という語はよく見られるが、「女志士」という語はあまり見られないこと、発表では「女
性・志士」という意味で使用した、と回答した。さらに谷川氏は、作者の呼称をそのまま使えばいい
というわけではないが、志士仁人・女性の革命家・ニヒリスト・テロリストではなく「女志士」と捉
えることで何が明らかになると目論んでいるのか、と尋ね、発表者は「志士」であると同時に「女性J
である、という側面を強調したくて使用した旨を答えた。
関礼子氏は、 ①男性の宮崎夢柳がこのような女性たちを描いていたのと同時代に、岸田俊子が民権
女性から女権家になったという流れがあるが、「女権家」と「女志士」の違いについて、 ②挿絵入り
の新聞小説という発表媒体と内容について関連があるのかどうか、 ③新聞読者の求めるものを人物造
形にどう反映させているのか、を尋ね、発表者は①女性テロリストなどで「女権家」とは距離がある
こと、 ②夢柳の小説は自由民権運動の自由党系新聞に発表されることが多く、 ③当時の稗史小説は常
套的に男女の恋を扱うが、夢柳の場合はそれだけではなく女性の志士に成長させるための装置として
恋愛を扱っている旨、回答した。
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